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８
月
７
日
、
田
子
高
校
郷
土
芸

能
部
の
代
表
が
大
会
の
結
果
報
告

に
田
子
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
校
郷
土
芸
能
部
は
、
三
重
県
伊

賀
市
で
７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日

に
開
催
さ
れ
た
平
成
21
年
度
第
33

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
三

重
大
会
郷
土
部
門
に
参
加
し
、
優

良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
前
川
瞬
さ
ん

（
３
年
）
は
「
他
県
の
学
生
の
郷
土

芸
能
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強

に
な
っ
た
。
他
県
の
学
生
も
自
分

た
ち
の
踊
り
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
行
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
う
」
と
大
会
に
出
た

感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
松
橋
良
則
町
長

は
「
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
全

部
出
し
切
っ
た
結
果
が
今
回
の
受

賞
で
あ
り
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

役
立
つ
、
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
先
輩
か
ら
受
け
取
っ

た
経
験
を
生
か
し
て
立
派
な
結
果

を
出
し
た
こ
と
は
、
次
に
続
く
後

輩
に
と
っ
て
も
、
よ
い
励
み
に
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
で
は
今
後
の
目
標

と
し
て
、「
秋
の
県
大
会
で
は
一
番

上
の
賞
を
取
っ
て
、
後
輩
た
ち
に

来
年
度
の
全
国
大
会
に
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

る
と
ど
う
な
る
？

▼
お
も
な
症
状

　

38
℃
以
上
の
発
熱
、
せ
き
や

く
し
ゃ
み
、
だ
る
さ
、
筋
肉
痛
、

下
痢
や
腹
痛
な
ど
。
多
く
の
人

は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
で
よ

く
な
る
が
、
致
死
率
は
季
節
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
高
く
、

楽
観
視
は
で
き
な
い
。
若
く
健

康
な
人
で
も
、
ま
れ
に
重
症
化

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

▼
感
染
力
は
？

　

季
節
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ

り
も
や
や
強
い
程
度
だ
が
、
軽

症
の
患
者
が
動
き
回
る
と
、
感

染
が
広
が
り
や
す
い
。

▼
重
症
化
し
や
す
い
の
は
？

　

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
呼
吸
器
疾

患
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患

が
あ
る
人
、
妊
婦
、
子
ど
も
、

高
齢
者
。
た
だ
し
、
若
い
健
康

な
人
で
も
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
る
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

き
気
を
つ
け
る
こ
と
は

●
必
ず
事
前
に
電
話
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

●
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
指

示
さ
れ
た
時
間
帯
、
入
口
な
ど

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
移
動
中
や
医
療
機
関
の
待
合

室
等
、
患
者
に
は
常
に
マ
ス
ク

を
さ
せ
ま
す
。

●
で
き
る
だ
け
人
と
の
接
触
の

少
な
い
方
法
（
自
家
用
車
な
ど
）

で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

や
む
を
え
ず
公
共
の
交
通
機

関
を
使
う
と
き
は
、
必
ず
マ
ス

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
基
本
的
な
看
病

の
し
か
た
は

　

看
病
す
る
人
は
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
を
し
、
患
者
の
世

話
を
し
た
あ
と
は
手
を
洗
い
ま

す
。
ま
た
、
看
病
す
る
人
は
特

定
の
人
に
し
、
他
の
家
族
は
で

き
る
だ
け
患
者
の
部
屋
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

患
者
に
は
熱
を
下
げ
、
脱
水

症
状
を
防
ぐ
た
め
、
水
分
を
と

ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
看
病
す
る

人
へ
の
感
染
防
止
の
た
め
、
患

者
に
も
マ
ス
ク
を
さ
せ
ま
す
。

●
水
分
を
補
給
す
る

　

今
回
、
豚
か
ら
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
が
拡
大
す
る
と
、
医
療
機

関
等
で
の
対
応
が
難
し
く
な
り
、

重
症
の
方
以
外
は
自
宅
で
療
養

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

あ
わ
て
ず
に
冷
静
に
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
て
い
ま
す

●「新型インフルエンザにかかったかな」と思ったら

◎どこの医療機関に行った
らよいか分からない方　

八戸保健所に設置されている新型インフルエンザ
相談窓口（☎ 0178－27－5111）に電話する
どの医療機関に行けばよいか相談しましょう。

◎発熱患者の診療をしてい
る医療機関を知っている方

受診する前にその医療機関に電話する
受診時間などを聞いてから受診します。事前に電話をし
ないまま、直接行かないように気をつけましょう。

◎慢性疾患※などがあっ
て、かかりつけの医師がい
る方

かかりつけの医師に電話する
受診時間などを聞きましょう。事前に電話をしないまま、
直接行かないように気をつけましょう。
※幼児、高齢者、慢性呼吸器疾患（ぜんそくなど）、心疾
患、糖尿病、腎機能障害、免疫機能不全（ステロイド全
身投与等）などの持病がある方

◎妊娠している方

かかりつけの産科医師に電話する
受診する医療機関の紹介を受けましょう。原則としてか
かりつけの産科医師を受診することは避けます。
※産科医師が紹介先にあなたの診療情報を提供すること
があります。

◎呼吸が苦しい、意識がも
うろうとしているなど症状
が重い方

なるべく早く入院設備のある医療機関を受診する
救急車を呼んだときは、必ずインフルエンザの症状があ
ることを伝えます。

　

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
（
粉
末
を
備

蓄
）、
経
口
補
水
液
（
Ｏ
Ｓ
‐

１
）、
水
、
麦
茶
、
果
物
の
缶

詰
の
シ
ロ
ッ
プ
を
う
す
め
た
も

の
な
ど
を
与
え
る
。
１
日
２
Ｌ

を
目
標
に
最
低
１
・
５
Ｌ
は
必

要
。
枕
元
に
ス
ト
ロ
ー
で
飲
め

る
よ
う
に
し
て
お
く
。

●
熱
を
下
げ
る

　

氷
枕
や
ア
イ
ス
ノ
ン
な
ど
で

首
、
脇
の
下
、
足
の
つ
け
ね
な

ど
、
大
き
な
血
管
の
近
く
を
冷

や
す
。

●
消
化
の
よ
い
食
べ
物
を

　

消
化
が
よ
く
栄
養
の
あ
る
も

の
（
レ
ト
ル
ト
の
お
か
ゆ
、
果

物
の
缶
詰
、
ス
ー
プ
な
ど
）
を

与
え
る
。

●
換
気
・
加
湿
を
す
る

　

１
時
間
に
数
回
換
気
を
す

る
。湿
度
は
60
％
程
度
に
保
つ
。

加
湿
器
が
な
け
れ
ば
ぬ
れ
た
バ

ス
タ
オ
ル
を
干
す
。

※
呼
吸
が
苦
し
い
な
ど
、
症
状

が
悪
化
し
た
と
い
う
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
受
診
し
た
医

療
機
関
、
ま
た
は
１
１
９
番
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
課
健
康
福
祉
グ
ル

ー
プ
（
せ
せ
ら
ぎ
の
郷
内
）

☎
20
‐
７
１
０
０



　
3 今月の話題

と
も
で
き
ま
す
。
今
か
ら
で
す

と
、
８
月
末
ま
で
に
申
し
込
み

を
す
る
と
、
平
成
21
年
10
月
か

ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
６
カ

月
分
の
前
納
を
ご
利
用
で
き
、

現
金
で
月
々
納
付
し
た
場
合
と

比
べ
て
１
０
０
０
円
の
割
引
と

な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。「
口

座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
な
事

項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

の
届
出
印
）
し
、
口
座
を
開
設

し
て
い
る
金
融
機
関
窓
口
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん（
郵

送
可
）。

　
「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
市

町
村
国
民
年
金
担
当
係
、
金
融

機
関
の
窓
口
や
社
会
保
険
事
務

所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す

し
、
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
届
出

　

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。

　

必
要
な
と
き
に
必
要
な
届
出

を
忘
れ
る
と
、
必
要
な
通
知
が

届
か
な
い
場
合
や
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
主
な
例
を
紹
介
い

た
し
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し

ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入

者
以
外
は
、
国
民
年
金
へ
の
加

入
手
続
き

▽
届
出
先
↓
第
１
号
被
保
険
者

は
市
町
村
役
場
、
第
３
号
被
保

険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

▽
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

●
結
婚
や
退
職
等
に
よ
り
配
偶

者
の
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

　

第
１
号
ま
た
は
第
２
号
被
保

険
者
か
ら
第
３
号
被
保
険
者
へ

の
種
別
変
更
手
続
き

▽
届
出
先
↓
配
偶
者
の
勤
務
先

●
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た

と
き

　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
手

続
き

▽
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

●
住
所
変
更
し
た
と
き

　

国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て

の
住
所
変
更
手
続
き

▽
届
出
先
↓
第
１
号
被
保
険
者

は
市
町
村
役
場
、
第
３
号
被
保

険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先

●
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
と
き

①
失
業
、
収
入
が
少
な
い
な
ど

を
理
由
と
す
る
方
は
保
険
料
免

除
の
手
続
き

②
30
歳
未
満
の
方
は
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
の
手
続
き

③
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例

制
度
の
手
続
き

▽
届
出
先
↓
①
②
③
と
も
に
市

町
村
役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所国

民
年
金
保
険
料
の

「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
お

支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な

割
引
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
定
期
間
の
保
険
料
を
一
括

で
前
払
い
す
る
「
前
納
制
度
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

さ
ら
に
保
険
料
が
割
引
と
な
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
便
利
な
口
座
振
替

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」を
お
勧
め
し
ま
す
。

『
安　

心
』

　

自
動
引
落
し
で
納
め
忘
れ
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

『
便　

利
』

　

金
融
機
関
等
に
行
く
手
間
と

時
間
が
省
け
ま
す

『
簡　

単
』

　

一
度
の
手
続
き
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん

『
お　

得
』

　

早
割
・
前
納
を
利
用
し
た
場

合
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す

　

口
座
振
替
で
の
１
カ
月
ご
と

の
お
支
払
い
な
ら
、
そ
の
月
の

保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に
口

座
振
替
す
る｢

早
割｣

に
す
る

と
月
額
50
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。（
※
一
部
納
付
の
承
認
を

受
け
て
い
る
方
は
「
早
割
」
を

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
前
納

（
保
険
料
の
前
払
い
）
す
る
こ

年
金
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sia.go.jp/

　
　
　
　

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９



4今月の話題

大
変
お
得
で
す
。

　

こ
の
「
前
納
制
度
」
は
、
口

座
振
替
に
よ
る
前
納
と
、
現
金

払
い
に
よ
る
前
納
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
」
の
１
年
分
の
保
険
料
を

前
払
い
す
る
「
１
年
前
納
」
と
、

「
４
月
か
ら
９
月
ま
で
」・「
10

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
」
の
６

カ
月
分
の
保
険
料
を
前
払
い
す

る
「
６
ヶ
月
前
納
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
申
込
み
締
切
日

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
申
込
み
締
切
日

①
口
座
振
替
の
場
合

ア
．
１
年
前
納
…
…
２
月
末

イ
．
６
ヶ
月
前
納
（
前
半
）

…
…
２
月
末

ウ
．
６
ヶ
月
前
納
（
後
半
）

…
…
８
月
末

②
現
金
払
い
の
場
合

ア
．
１
年
前
納
…
…
４
月
末

イ
．
６
ヶ
月
前
納
（
前
半
）

…
…
４
月
末

ウ
．
６
ヶ
月
前
納
（
後
半
）

…
…
10
月
末

　

平
成
21
年
度
の
場
合
、
口
座

振
替
に
よ
る
６
ヶ
月
前
納
を
ご

利
用
す
る
と
通
常
ど
お
り
６
カ

月
分
を
納
付
す
る
よ
り
１
０
０

０
円
、
現
金
払
い
に
よ
る
６
ヶ

月
前
納
を
ご
利
用
す
る
と
７
１

０
円
割
引
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
６
ヶ
月
前
納
（
後
半
）
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
来
年

度
分
と
し
て
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
金
払
い
に
よ
る
前

納
の
場
合
は
、「
任
意
の
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
」
を
前
納
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当

係
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
参
考

　

平
成
21
年
度
の
割
引
額

口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納　

　

３
６
９
０
円

現
金
払
い
に
よ
る
１
年
前
納　

　

３
１
２
０
円

老
齢
福
祉
年
金
の
請
求

も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

老
齢
福
祉
年
金
と
は
、
国
民

年
金
制
度
が
発
足
し
た
当
時

（
昭
和
36
年
４
月
）、
す
で
に
ご

高
齢
で
あ
っ
た
た
め
に
老
齢
年

金
の
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
方
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
年
金
で
、
平
成
21
年
度

の
年
金
額
は
、
40
万
５
８
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当

係
へ
請
求
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
対
象
と
な
る
方
は
、

次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
方
に

な
り
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月

１
日
以
前
の
方
。

②
生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月

２
日
か
ら
大
正
５
年
４
月
１
日

ま
で
の
方
で
、
保
険
料
納
付
済

期
間
が
１
年
未
満
で
あ
り
、
保

険
料
免
除
期
間
と
合
わ
せ
た
期

間
が
生
年
月
日
に
応
じ
て
次
の

期
間
を
超
え
て
い
る
方
。

▽
明
治
45
年
４
月
１
日
以
前
生

…
…
４
年

▽
明
治
45
年
４
月
２
日
〜
大
正

２
年
４
月
１
日
生
…
…
５
年

▽
大
正
２
年
４
月
２
日
〜
大
正

３
年
４
月
１
日
生
…
…
６
年

▽
大
正
３
年
４
月
２
日
〜
大
正

５
年
４
月
１
日
生
…
…
７
年

※
受
給
す
る
ご
本
人
が
、
恩
給

法
に
よ
る
年
金
を
受
け
て
い
る

場
合
等
、
年
金
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

　　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
現
金

で
納
め
る
場
合
は
、
銀
行
、
信

用
金
庫
な
ど
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

金
融
機
関
等
が
近
く
に
な
い
方

や
、
忙
し
く
て
日
中
の
納
付
が

難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
及

び
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当

係
で
は
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
金
納
付
以
外
に
も

「
口
座
振
替
」
や
「
電
子
納
付

（
Ｐ
ａ
ｙ
‐
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）」、「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
」
も
可
能
で
す
。
社
会
保
険

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧

に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
詳
し
く
は
、
市
町
村

役
場
国
民
年
金
担
当
係
、
社
会

保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
は
、
所

得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
さ
れ
、

所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
次
の
方

に
対
し
、
年
金
か
ら
控
除
さ
れ

る
所
得
税
に
つ
い
て
、
配
偶
者

控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け

る
た
め
の
「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
方

　

年
金
額
１
５
８
万
円
以
上

●
65
歳
未
満
の
方

　

年
金
額
１
０
８
万
円
以
上

（
平
成
20
年
の
場
合
）

※
年
金
額
が
右
の
金
額
に
満
た

な
い
方
に
は
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害



　
5 今月の話題

協
働
の
ま
ち
づ
く
りinform

ation

②

「
田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
〜
第
１
章
・
第
２
章
〜

年
金
・
遺
族
年
金
は
所
得
税
が

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
受
給

さ
れ
て
い
て
も
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

例
年
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月

上
旬
に
か
け
て
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
送
付
時
に
お
知
ら
せ
す

る
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
配
偶
者
や

扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
で
も

年
金
受
給
者
本
人
に
か
か
る
基

礎
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　

　

仮
に「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

を
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
各
種
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
を
提
出
さ
れ
た

場
合
に
比
べ
て
所
得
税
が
多
く

差
し
引
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
方
は
「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
し

た
場
合
で
も
、
税
務
署
等
に
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

①
年
の
途
中
で
、
扶
養
親
族
等

の
人
数
が
増
減
す
る
な
ど
に
よ

り
、
申
告
し
た
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
方
。

②
年
金
以
外
の
収
入
（
給
与
収

入
、
不
動
産
収
入
な
ど
）
が
あ

る
方
。

③
他
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
。

④
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

※
確
定
申
告
す
る
際
は
、
毎
年

１
月
末
ま
で
に
社
会　

保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る

源
泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
源
泉
徴
収
票
は
紛
失
し
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

問
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
１
７
‐
７
２
１
‐

３
８
２
１

　

前
回
は
、
条
例
の
「
前
文
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
１
章
か
ら
第
２
章
ま
で

を
ご
説
明
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
条
例
の
目
的
や

用
語
の
意
義
、
基
本
理
念
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
第
１
章　

総
則
（
第
１
条
・
第
２
条
）

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
町
民
が
主
体
と
な
っ
た
自
治

と
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
地
域
運
営
を
す
す

め
る
た
め
に
、
田
子
町
に
お
け
る
基
本
原
則
を
定
め
、

も
っ
て
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
田
子
の
地
域
社
会
の
実

現
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
解
説
】

○
本
条
例
で
は
、
町
民
が
主
体
と
な
っ
て
、「
住
民
自

治
」
と
「
団
体
自
治
」
か
ら
な
る
田
子
町
の
「
自
治
」

を
推
進
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

○
ま
た
、
町
民
と
事
業
者
、
町
長
等
（
行
政
）、
議
会

な
ど
の
関
係
者
が
協
働
し
て
地
域
を
さ
さ
え
る
、
開
か

れ
た
「
地
域
運
営
」（
ま
ち
づ
く
り
）
を
推
進
す
る
た

め
に
、
田
子
町
に
お
い
て
、
町
民
、
事
業
者
、
町
長
等

（
行
政
）、
議
会
な
ど
の
あ
り
か
た
を
定
め
る
基
本
原
則

を
設
け
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
も
っ
て
、「
魅
力
あ

る
個
性
豊
か
な
田
子
の
地
域
社
会
の
実
現
」
と
い
う
目

的
を
明
示
し
て
い
る
。

（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
町
民　

田
子
町
内
に
在
住
し
、
ま
た
は
通
勤
し
、

も
し
く
は
通
学
す
る
個
人
を
い
う
。

（
２
）
事
業
者　

田
子
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
を
い
う
。

（
３
）
議
会　

田
子
町
議
会
を
い
う
。

（
４
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

町
民
が
連
帯
感
を
も
っ

て
生
活
す
る
一
定
範
囲
の
基
礎
的
な
近
隣
社
会
を
い
う
。

（
５
）
協
働　

町
民
、
事
業
者
、
町
お
よ
び
議
会
が
お

互
い
の
果
た
す
べ
き
責
務
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
対
等
な
も
の
と
し
て
尊
重
す
る
考
え
の
も
と
、
公

共
的
な
目
的
を
は
た
す
た
め
、
お
互
い
に
協
力
し
て
働

く
こ
と
を
い
う
。

（
６
）
町　

町
長
の
内
部
組
織
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
そ
の
事
務
組
織
を
い
い
、
全

体
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
田
子
町
の
行
政
組
織
」
の
こ
と

を
い
う
。

【
解
説
】
こ
の
条
例
を
読
む
際
に
共
通
認
識
を
持
つ
必

要
が
あ
る
用
語
に
つ
い
て
解
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

◆
第
２
章　

基
本
理
念

（
基
本
理
念
）

第
３
条　

田
子
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
力
を
い
か

し
、
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
と
い
う
自
治
の
理
念
を
実

現
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
め
ざ
す
た
め
に
、

町
民
、
事
業
者
、
町
お
よ
び
議
会
の
協
働
に
よ
る
地
域

の
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

【
解
説
】

○
本
条
は
、
地
域
の
運
営
を
推
進
す
る
上
で
の
根
本
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
示
し
て
い
る
。

○
地
域
の
運
営
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に

関
わ
る
、
町
民
、
事
業
者
、
町
、
議
会
の
協
働
の
う
え

に
自
治
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、「
住
民
自
治
」
と
「
団
体
自
治
」
に
よ
る
「
自

治
の
本
旨
」
の
実
現
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

○
地
域
の
運
営
に
あ
っ
て
は
、
活
発
な
「
地
域
の
力
」

の
発
掘
な
い
し
は
「
地
域
の
力
」
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、

住
民
自
治
の
力
と
し
て
の
基
盤
と
な
る
こ
と
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。

　

田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
全
文
・
解

説
）
が
必
要
な
方
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。



6トピックス

く
の
人
が
来
場
し
、
会
場
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
に
足
を
運

ん
だ
人
た
ち
で
、
よ
り
一
層
に

ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

や
巨
大
な
滑
り
台
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ

ョ
ー
、
ラ
イ
ブ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

な
ど
が
催
さ

れ
、
様
々
な
年

齢
層
も
楽
し
め

る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
以
上

あ
る
店
の
中
で

特
に
面
白
い
と

思
っ
た
の
が
、

無
料
の
ガ
ー
リ

ッ
ク
ア
イ
ス
屋

さ
ん
で
す
。
多

く
の
店
が
並
ぶ

中
、
そ
こ
だ
け

長
い
行
列
が
で

き
て
一
際
目
立
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
無
料
の
ア
イ
ス
を
求

め
て
行
列
に
並
び
ま
し
た
。
受

け
取
っ
て
み
る
と
、
小
さ
な
コ

ー
ン
の
上
に
白
い
に
ん
に
く
の

形
を
し
た
か
わ
い
ら
し
い
ア
イ

ス
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
味
は

ア
イ
ス
と
い
う
よ
り
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
で
、
に
ん
に
く
の
味
が
と

て
も
強
く
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
こ
の
無
料
の
ア
イ
ス
は
み

ん
な
が
喜
ぶ
と
感
じ
、
田
子
町

の
ま
つ
り
で
で
き
た
ら
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
一
通
り

見
た
中
で
感
じ
た
の
は
全
体
の

一
体
感
で
す
。
売
り
上
げ
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
や
慈
善
団
体
な
ど
に

寄
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
人

た
ち
も
目
的
に
向
か
っ
て
真
摯

　

訪
問
初
日
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
・

パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
、
ガ
ー
リ

ッ
ク
ク
イ
ー
ン
の
ジ
ェ
シ
カ
・

ブ
ル
ー
カ
さ
ん
と
プ
リ
ン
セ
ス

た
ち
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
姉

妹
都
市
交
流
事
業
に
携
わ
る

方
々
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
は
南
部
手
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の

温
か
い
歓
迎
ぶ
り
に
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

　

翌
朝
は
ガ
ー
リ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
行
き
、
ま
ず
最
初

に
、
見
渡
せ
な
い
ほ

ど
の
広
い
会
場
と
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

出
店
数
に
大
変
驚
き

ま
し
た
。
さ
す
が
ア

メ
リ
カ
、
我
が
町
と

は
ま
つ
り
の
規
模
が

全
く
違
う
と
い
う
の

が
第
一
印
象
で
し

た
。
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
、
近
隣
の
み
な

ら
ず
遠
方
か
ら
も
多

　

田
子
町
の
姉
妹
都
市
米
国
ギ

ル
ロ
イ
市
の
第
31
回
ガ
ー
リ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
７
月
24

日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
、
ギ

ル
ロ
イ
市
の
姉
妹
都
市
が
招
待

さ
れ
る
中
、
田
子
町
か
ら
は

「
第
24
回
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま

つ
り
」
ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
の

私
、
稲
村
歩
ほ
か
３
名
で
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会場は見渡せないほどの広さ

ト
ピ
ッ
ク
ス

特
別
寄
稿

ギ
ル
ロ
イ
市
訪
問
レ
ポ
ー
ト

ガ
ー
リ
ッ
ク
レ
デ
ィ　

稲
村　

歩

 中央が私、ガーリッククイーン（左）、名物のにんにくおじさん（右）

無
料
で
配
ら
れ
て
い
る
大
人
気
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ア
イ
ス

会場のあちこちに並ぶ出店は100以上
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連
続
優
勝
な
ど
、
多
く
の
成
果

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

青
森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ

り
寄
付

　

８
月
19
日
、
三
戸
地
区
環
境

整
備
事
務
組
合
葬
祭
場
で
、
青

森
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
三
八
支
部

霊
柩
部
に
よ
る
寄
付
品
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
霊
柩
部

に
は
、
同
支
部
に
所
属
し
て
い

る
会
社
で
、
霊
柩
車
を
所
有
し

て
い
る
会
社
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
霊
柩
部
で
は
青
森
県
内
の

各
環
境
整
備
事
務
組
合
に
座
布

団
や
傘
立
て
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

物
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。今
回
、

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

に
は
、
祭
壇
に
掛
け
る
金
襴
防

災
安
全
マ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

トピックス

に
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
毎

日
、
同
じ
団
体
の

た
め
に
働
く
の
で

は
な
く
、
掛
け
持

ち
で
違
う
団
体
の

た
め
に
働
け
る
と

い
う
よ
う
な
全
体

の
利
益
を
考
え
た

仕
組
み
で
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
運
営

さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
目
的
意
識
と
協
力
体

制
の
強
さ
を
感
じ
、
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　

訪
問
中
、
田
子
町
と
ギ
ル
ロ

イ
市
の
交
流
の
起
源
や
歴
史
に

つ
い
て
知
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
移
民
の
父
と

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
回
、
自
分
の
故
郷
で
あ
る

田
子
町
に
誇
り
と
自
信
を
新
た

に
し
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
ギ
ル
ロ

イ
市
と
田
子
町
と
の
友
好
関
係

を
よ
り
強
固
に
し
、
互
い
を
高

め
あ
う
交
流
を
発
展
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
、
私
も
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

田
子
中
学
校　

相
撲
大
会

優
勝
報
告

　

７
月
23
、
24
日
に
行

わ
れ
た
第
60
回
青
森
県

中
学
校
体
育
大
会
夏
季

大
会
で
団
体
戦
の
部
２

年
連
続
優
勝
に
輝
い
た

田
子
中
学
校
相
撲
部

が
、
８
月
26
日
、
優
勝

報
告
の
た
め
田
子
町
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。
報

告
を
受
け
た
松
橋
町
長

は
「
２
年
連
続
の
優
勝

は
田
子
町
の
誇
り
で

す
。
今
後
は
後
輩
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
報
告
を
し
た
原

称
さ
れ
た
内
田
善
一
郎
氏
の
ご

子
息
、
テ
ッ
ド
内
田
氏
の
奥
様

で
あ
る
ま
き
こ
夫
人
は
「
移
民

事
業
時
代
の
人
も
素
晴
ら
し
い

が
、
も
っ
と
す
ご
い
の
は
戦
前

初
め
て
こ
の
地
に
足
を
運
ん
だ

日
本
人
。
当
時
の
苦
労
が
あ
っ

て
こ
そ
ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
と

日
本
人
に
対
す
る
現
在
の
良
い

評
価
が
あ
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
交
流
は

当
時
の
日
本
人
の
ご
苦
労
、
そ

し
て
姉
妹
都
市
交
流
事
業
に
携

わ
っ
た
先
人
の
ご
苦
労
、
ご
尽

力
の
賜
物
で
あ
る
と
実
感
し
、

感
慨
深
い
思
い
が
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
尊
い
交
流
に

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
く
、
感

健
将
君
（
３
年
）
は
「
団
体
戦

で
２
連
覇
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
気
持
ち
で
負
け
な
か
っ
た

か
ら
。
支
え
て
く
れ
た
コ
ー
チ

や
先
輩
、
後
輩
の
お
陰
も
あ
っ

て
勝
て
た
と
思
う
。
今
後
も
頑

張
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

田
子
中
学
校
相
撲
部
は
中
体

連
２
連
覇
の
他
に
も
、
今
年
度

行
わ
れ
た
第
51
回
県
南
小
学

校
・
中
学
校
春
季
相
撲
大
会
団

体
戦
優
勝
、
第
58
回
三
戸
郡
中

学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会
４
年

防災安全マット贈呈の様子

 オリジナルＴシャツは種類も豊富

名物のパイロシェフ（炎の料理人）ショー

優勝旗とともに成績報告
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「
秋
の
味
覚
」
特
集

　

き
の
こ
、
木
の
実
、
新
米
、

根
菜
、
果
物
な
ど
秋
は
お
い
し

い
旬
の
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
「
秋
の
味
覚
」

を
楽
し
む
料
理
の
本
を
集
め
、

展
示
・
貸
出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
キ
ノ
コ
お
い
し
い
50
選

○
き
の
こ
の
ひ
み
つ

○
名
人
が
教
え
る
き
の
こ
の
採

図
書
館
情
報

「
秋
の
味
覚
」
を
楽
し
む

き
の
こ
、
木
の
実
、
料
理
本
特
集

り
方
・
食
べ
方

○
お
気
に
入
り
の
米
料
理

○
玄
米
と
野
菜
の
レ
シ
ピ

○
は
じ
め
て
の
果
実
酒
づ
く
り

○
旬
の
野
菜
で
つ
く
る
60
選

　

お
い
し
い
漬
け
物

本
の
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

貸
出
中
の
本
を
借
り
た
い
と

き
は
「
本
の
予
約
」
を
、
図
書

館
に
な
い
本
を
借
り
た
い
と
き

に
は
「
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

他
の
図
書
館
か
ら
借
り
た

り
、
新
し
く
買
っ
た
り
し
て
ご

希
望
の
本
を
貸
出
し
ま
す
（
１

人
５
冊
ま
で
）。
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
☎
20
‐
７
２
２
１
）

●宗教・心理学など
▽幸せの風が吹いてくる／木村藤子
／147キ

●自伝
▽今日を生きる／大平光代／289オ
●料理など
▽あの人の食器棚／伊藤まさこ／
596イ

▽かんたん美味４／596カ
▽すぐにできる美味しい圧力鍋料理
／田中愛子／596タ

▽重曹大事典／佐光紀子／597サ
●園芸
▽ターシャの輝ける庭／629ブ
▽ターシャ・テューダー最後のこと
ば／726チ

●言語
▽日本人の知らない日本語／蛇蔵／
810ヘ

●時代小説・ミステリーなど
▽おさがしの本は／門井慶喜／913カ
▽同期／今野敏／913コ
▽ドント・ストップ・ザ・ダンス／
柴田よしき／913シ
▽わが愛知床に消えた女／西村京太
郎／913ニ
▽アミダサマ／沼田まほかる／913ヌ
▽ころころろ／畠中恵／913ハ
▽八つ花ごよみ／山本一力／913ヤ
●その他の小説など
▽ともしびマーケット／朝倉かすみ
／913ア
▽静子の日常／井上荒野／913イ
▽身の上話／佐藤正午／913サ
▽架空升野日記／バカリズム／913バ
▽魔女裁判／古沢保／913フ
▽星間商事株式会社社史編纂室／三
浦しをん／913ミ
●エッセイなど
▽問題があります／佐野洋子／914サ
▽寂聴幸運の鍵／瀬戸内寂聴／914セ

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎20

‐
７
２
２
１

10
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
14
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
10
／
24
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
あ
き
」
の
折
り
紙

▼
10
／
24
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー

ナ
ー

※
お
知
ら
せ　

10
／
10
（
土
） 

本

の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク

ラ
ブ
は
お
休
み
で
す
。

本の予約・リクエスト申し込み用紙

第
17
回
県
民
駅
伝

町
の
部
11
位
と
健
闘

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和

と
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第

17
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大

会
が
９
月
６
日
、
青
森
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
全
40
市
町
村
、
中
学

生
か
ら
60
代
ま
で
の
選
手
が
、

秋
晴
れ
の
下
、
地
元
の
誇
り

を
懸
け
て
、
８
区
間
33
・
８

㎞
を
健
脚
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
、

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

第１区の様子
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お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
用
農
業
用
免

税
軽
油
の
申
請
受
付
に
つ

い
て

　

農
業
、
畜
産
業
ま
た
は
養
蚕

業
を
営
む
方
が
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
等
に
軽
油
を
使
用
す
る
場

合
に
は
、
軽
油
引
取
税
の
免
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
用
農

業
用
免
税
軽
油
の
申
請
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
申
請
受
付
日
時

　

平
成
21
年
11
月
12
日
（
木
）、

13
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

▼
申
請
受
付
場
所

　

役
場
第
１
会
議
室
（
３
階
）

▼
申
請
受
付
に
必
要
な
物

▽
耕
作
証
明
書
▽
耕
作
証
明
書

（
農
作
業
受
委
託
に
つ
い
て
申
請

す
る
場
合
は
農
作
業
受
委
託
証

明
書
）
▽
免
税
軽
油
使
用
者
証

（
前
年
以
前
交
付
の
も
の
）
▽
機

械
販
売
証
明
書
等
（
納
付
書
可
）

▽
切
手
３
９
０
円
分
▽
印
鑑
▽

県
収
入
証
紙
４
０
０
円
分

※
申
請
の
前
に
農
業
委
員
会
で

耕
作
証
明
書
の
発
行
を
済
ま
せ

て
か
ら
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
期
間
内
に
申
請
が
で
き
な
い

場
合
は
、
三
八
地
域
県
民
局
県

税
部（
八
戸
市
合
同
庁
舎
１
階
）

で
直
接
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
国
税
ま
た
は
地
方
税
等
の
滞

納
等
が
あ
る
場
合
は
、
使
用
者

証
が
交
付
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問
役
場
経
済
課
農
村
振
興
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
５

※
耕
作
（
農
作
業
受
委
託
）
証

す
る
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
の
丹
誠
込
め
た
作
品
を
、
展

示
・
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
今
年
も
文
化
祭
の
前

夜
祭
と
し
て
神
楽
講
座
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
神
楽
講
座
発
表
会

▽
日
時　

10
月
30
日
（
金
）
午

後
５
時
30
分
〜
▽
場
所　

中
央

公
民
館
テ
ラ
ス

●
個
人
作
品
展
示

▽
日
時　

10
月
31
日
（
土
）
〜

11
月
２
日
（
月
）
▽
場
所　

農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

▽
展
示
ス
ペ
ー
ス
（
個
人
、
団

残
暑
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
が
、
田
子
町
選

手
団
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
粘
り

強
い
走
り
を
し
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
は
22
位
、
町
の
部

11
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 

☆
総
合
タ
イ
ム

　

１
時
間
56
分
54
秒

☆
総
合
の
部　

22
位

☆
町
の
部　

11
位

☆
区
間
タ
イ
ム

第
１
区
（
４
・
６
㎞
）

　

16
分
14
秒　

尾
形
京
介

第
２
区
（
３
・
８
㎞
）

　

12
分
46
秒　

大
坊
圭
人

第
３
区
（
４
・
６
㎞
）

　

16
分
46
秒　

原　

充
正

第
４
区
（
６
・
１
㎞
）

　

18
分
57
秒　

森
崎
哲
志

第
５
区
（
２
・
５
㎞
）

　

８
分
45
秒　

笠
嶋
美
幸

第
６
区
（
５
・
２
㎞
）

　

16
分
09
秒　

森
崎
進
也

第
７
区
（
３
・
２
㎞
）

　

13
分
38
秒　

赤
野
春
佳

第
８
区
（
３
・
８
㎞
）

　

13
分
39
秒　

白
澤
翔
太

（
左
写
真
）

第
44
回
田
子
町
文
化
祭
開
催

個
人
作
品
募
集

　

10
月
31
日
（
土
）
か
ら
11
月

２
日
（
月
）
ま
で
、
田
子
町
文

化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
文
化
祭
に
出
展

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
と
き　

10
月
27
日
（
火
）
午

後
７
時
〜
９
時
▽
と
こ
ろ　

上

郷
公
民
館
研
修
室
▽
材
料
費　

２
０
０
０
円
程
度
▽
テ
ー
マ

「
基
本
の
か
た
ち
２
」
▽
申
込

期
限　

10
月
23
日
（
金
）

●
ヨ
ー
ガ
講
座

▽
と
き　

10
月
15
日
（
木
）
午

後
７
時
15
分
〜
▽
と
こ
ろ　

中

央
公
民
館
和
室
▽
受
講
料　

６

０
０
円
▽
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ

ル
、
タ
オ
ル
等
▽
申
込
期
限　

当
日
午
前
中
ま
で
に
公
民
館
へ

電
話
連
絡

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座
お
知
ら
せ

●
神
楽
講
座

▽
と
き　

10
月
９
・
23
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
▽
と
こ
ろ　

中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
▽
申
込
期
限　

随
時
公
民
館
へ

●
生
花
講
座

▽
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
〜
▽
と
こ
ろ　

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▽
参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円

程
度
▽
持
ち
物　

花
は
さ
み
、

カ
ッ
タ
ー
等
▽
申
込
期
限　

随

時
受
付

午
後
３
時
▽
場
所　

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

●
各
種
体
験
教
室
開
催

▽
日
時　

10
月
31
日
（
土
）
〜

11
月
２
日
（
月
）
▽
場
所　

中

央
公
民
館
ホ
ー
ル

体
）
パ
ネ
ル
６
本
、
テ
ー
ブ
ル

５
本
ま
で
※
出
展
者
の
人
数
等

に
よ
り
調
整
し
ま
す
。
▽
申
込

締
切　

９
月
30
日
（
水
）

●
ふ
る
さ
と
食
文
化
村
出
店

▽
日
時　

10
月
31
日
（
土
）
〜

11
月
２
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

アンカーを務めた白澤翔太さん
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要
望
書
の
様
式
等
に
つ
い
て

は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
財
団

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
概
要
に
つ
い
て
は
財

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

▼
応
募
先

財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地
域
・

産
業
振
興
財
団　
〒
０
３
０
‐
０
８

６
１
青
森
市
長
島
2
丁
目
10
‐

4
ヤ
マ
ウ
ビ
ル
7
Ｆ
☎
０
１
７

‐
７
７
３
‐
６
２
２
２　

０
１

７
‐
７
７
３
‐
６
２
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jo
m
o
n.ne.jp/

̃m
ozaidan/

表
示
登
録
無
料
相
談
会
開
催

▼
日
時　

11
月
８
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場

◎
青
森
市
「
ア
ピ
オ
あ
お
も
り

１
階
保
健
指
導
室
」

◎
弘
前
市
「
弘
前
市
市
民
生
活

セ
ン
タ
ー
相
談
室
」

◎
八
戸
市
「
ラ
ピ
ア
２
階
ラ
ピ

ア
ホ
ー
ル
」

◎
五
所
川
原
市
「
エ
ル
ム
の
街

２
階
文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
教
室
」

▼
電
話
に
よ
る
相
談　

調
査
士

会
館
事
務
局
☎
０
１
７
‐
７
２

２
‐
３
１
７
８

　
「
土
地
家
屋
調
査
士
」
は
、

表
示
に
関
す
る
登
記
・
筆
界
特

定
手
続
の
専
門
家
で
す
。
あ
な

た
に
か
わ
っ
て
登
記
及
び
筆
界

特
定
手
続
を
代
行
し
ま
す
。
土

地
の
境
界
問
題
で
お
困
り
の

方
、
そ
の
他
の
建
物
や
土
地
の

表
示
に
関
す
る
登
記
・
筆
界
特

定
手
続
な
ど
に
関
し
て
ご
相
談

承
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
電
話
に
よ
る

無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

問
青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
１
７
‐
７
２
２
‐
３
１
７
８

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ

ま
す
!!平

成
22
年
４
月
１
日
施
行

▼
主
な
改
正
内
容

Ⅰ
「
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関

す
る
基
準
」
の
見
直
し
関
係

○
「
時
間
外
労
働
の
限
度
に
関

す
る
基
準
」
が
改
正
さ
れ
、
労

使
当
事
者
は
限
度
時
間
を
超
え

る
時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増

り
募
集
し
て
い
ま
す
。
産
業
振

興
や
地
域
活
性
化
へ
の
思
い
を

か
た
ち
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
意
欲
あ
ふ
れ
る
取
り

組
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　

地
域
の
活
性
化
及
び
産
業
の

育
成
・
振
興
を
図
る
事
業

①
人
材
育
成
②
技
術
開
発
③
商

品
開
発
④
市
場
・
販
路
開
拓
⑤

観
光
開
発
⑥
環
境
整
備
⑦
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
交
流
な
ど

（
事
例
）
地
元
食
材
を
利
用
し

た
地
域
特
産
品
の
開
発
、
観
光

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
、
産
地
化
に
向
け
た
栽
培
技

術
確
立
の
た
め
の
研
究
な
ど

▼
助
成
金

　

事
業
費
の
５
分
の
４
以
内

▼
助
成
対
象
団
体

　

県
内
の
市
町
村
、産
業
団
体
、

地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
・
組
織

な
ど

▼
募
集
期
間

　

平
成
21
年
９
月
１
日
〜
10
月

31
日
（
必
着
）

▼
助
成
金
の
決
定

　

平
成
22
年
２
月
下
旬

▼
応
募
方
法
等

　

事
業
実
施
要
望
書
に
事
業
計

画
等
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
田
子
町
農
業
委
員
会
☎
20

‐
７
１
２
０

※
農
作
業
受
委
託
に
よ
る
作
業

に
つ
い
て
申
請
す
る
場
合
は
、

平
成
21
年
10
月
30
日
ま
で
に
田

子
町
農
業
委
員
会
へ
農
作
業
受

委
託
契
約
書
（
写
し
）
を
提
出

し
、
耕
作
（
農
作
業
受
委
託
）

証
明
願
書
の
発
行
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

無
料
人
権
相
談
所
の
開
設

▼
日
時　

10
月
13
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

役
場
第
一
会
議
室

▼
相
談
内
容

　

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
相
続

関
係
、
戸
籍
関
係
、
登
記
関
係
、

い
じ
め
、
借
地
・
借
家
の
ト
ラ

ブ
ル
、金
銭
貸
借
の
ト
ラ
ブ
ル
、

そ
の
他
日
常
生
活
に
お
け
る
困

り
ご
と
等

▼
相
談
員　

田
子
町
人
権
擁
護

委
員
（
坂
下
文
明
、
北
村
弘
子
）

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密

を
守
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
〜
移
動
行
政

相
談
所
開
設
〜

　
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
に

ち
な
み
、
行
政
相
談
員
に
よ
る

移
動
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
行
政
に
関
す
る
苦
情
・
要

望
等
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
13
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

役
場
第
一
会
議
室

▼
相
談
員

　

行
政
相
談
員　

長
澤
壽
郎

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３

ふ
る
さ
と
の
〝
ゲ
ン
キ
〞

を
応
援
し
ま
す

　

財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地

域
・
産
業
振
興
財
団
は
、
平
成

元
年
３
月
に
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
者
の
協
力
の
も
と
に
青

森
県
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
県

内
各
地
の
産
業
振
興
や
地
域
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
幅
広
く
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
支
援
の
１
つ

と
し
て
、
平
成
22
年
度
む
つ
小

川
原
地
域
・
産
業
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
を
次
の
と
お
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
窃
盗
罪
に
罰
金
刑
（
50
万
）

万
引
き
も
大
罪
！

　

刑
法
、
刑
訴
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
窃
盗
罪
は
10
年
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
千
円
相
当

の
万
引
き
で
罰
金
20
万
円
、
２

万
円
相
当
の
万
引
き
で
30
万
円

の
罰
金
を
課
せ
ら
れ
た
事
例
が

出
て
お
り
ま
す
。
万
引
き
は
窃

盗
罪
で
す
。
軽
い
罪
と
考
え
る

と
大
き
な
誤
り
で
す
。

「
ス
ト
ッ
プ
！　

万
引
き
」

●
キ
ノ
コ
採
り
遭
難
防
止

　

秋
の
収
穫
期
に
入
り
キ
ノ
コ

採
り
に
出
か
け
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
入
山
に
当
た
っ

て
は
、
食
料
・
雨
具
・
ラ
イ
タ

ー
・
携
帯
電
話
等
の
携
行
、
行

き
先
・
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
、

早
め
の
下
山
、
万
一
の
時
は
歩

き
回
ら
な
い
、
ヘ
リ
に
は
目
立

つ
物
を
。
今
年
も
ク
マ
の
目
撃

情
報
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月

19
日
か
ら
10
月
25
日
ま
で
の
１

週
間
、「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ

く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
県
下
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
の
多

く
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
田
子
町

か
ら
火
災
を
無
く
す
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

『
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

賃
金
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
務

め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
法
定
割
増
賃
金
率
の
引
き
上

げ○
月
60
時
間
を
超
え
る
法
定
労

働
時
間
外
労
働
に
対
し
て
、
使

用
者
は
50
％
以
上
の
率
で
計
算

し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
引
上
げ
分
の
割
増
賃
金
の
代

わ
り
に
有
給
の
休
暇
を
付
与
す

る
制
度
（
代
替
休
暇
）
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
中
小
企
業
に
は
当
分
の
間
適

用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
時
間
単
位
年
休

○
労
使
協
定
に
よ
り
年
次
有
給

休
暇
を
時
間
単
位
で
付
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

topics/2
0
0
8
/1
2
/tp1
2
1
6
-

1
.htm
l

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課
☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
４

１
１
２　

ま
た
は
県
内
各
地
労

働
基
準
監
督
署
へ

 

※
今
月
号
の
「
田
子
町
誌
ア
ラ

カ
ル
ト
」
は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。

銀
行
も
た
わ
し
が
ほ
し
い
こ
び
り
つ
き 

岩
間
十
三
男

悔
い
は
な
し
天
に
任
せ
た
投
票
日 

松
橋
良
則

窓
枠
に
し
っ
か
り
は
ま
る
丸
い
月 

中
村
春
太
（
春
雄
）

お
彼
岸
に
浄
土
の
暮
ら
し
聞
い
て
み
る 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

つ
か
み
た
い
い
つ
か
私
も
幸
せ
を 

中
村
与
志

馬
鹿
に
効
く
薬
さ
が
し
の
旅
に
出
る 

森
田
榮
子

待
望
の
発
芽
サ
ラ
ダ
ま
で
育
て 

大
島
千
枝

ふ
ん
わ
り
と
記
憶
し
て
い
る
手
が
あ
つ
い 

浅
沼
え
み

お
お
よ
そ
の
次
も
お
お
よ
そ
仲
直
り 

笹
田
か
な
え

パ
パ
の
髭
爺
さ
ま
に
似
て
る
た
わ
し
顔 

　

荷
軽
井
光
生

氷
に
も
お
湯
に
も
な
れ
る
水
の
知
恵 

西
村
吐
夢
（
務
）

バ
ラ
の
愛
掴
ん
で
紅
く
血
に
染
ま
る 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

信
念
を
通
す
火
中
の
栗
拾
う 

坂
上
た
い
ら
（
實
）

蜘
蛛
の
糸
ア
ダ
ム
も
イ
ブ
も
離
さ
な
い 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

青
空
が
ど
こ
か
ら
だ
っ
て
僕
を
追
う 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳



1

●
第
３
回
田
子
地
域
連
携
型
中

高
合
同
体
育
祭

　
８
月
29
日
、「M

ake a Final
Burst

〜beyond the lim
it

」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
晴
天
に
恵

ま
れ
、
全
生
徒
４
０

０
名
、
来
賓
・
保
護

者
約
３
０
０
名
の
な

か
、
３
回
目
と
な
る

中
高
合
同
体
育
祭
が

田
子
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
高
女
子
に
よ
る

「
１
０
０
ｍ
走
」
か

ら
競
技
が
始
ま
り
、

午
前
の
部
の
最
後
で

は
保
護
者
（
Ｐ
）・

職
員
（
Ｔ
）・
生
徒

（
Ｓ
）
に
よ
る
「
Ｐ

Ｔ
Ｓ
対
抗
絶
対
に
負

け
ら
れ
な
い
リ
レ

ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
す
が
に
、
今
年
度
は
Ｐ

が
往
年
の
力
を
発
揮
し
優
勝
し

ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
各
チ
ー
ム
の
応

援
合
戦
で
始
ま
り
ま
し
た
。
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
や
踊
り
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
演
技
で
し
た
。
中

学
校
伝
統
の
組
体
操
と
と
も
に
、

観
衆
の
方
々
か
ら
感
嘆
の
声
と

大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
中
学
校
１
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
の
参
加
す
る

合
同
リ
レ
ー
と
合
同

綱
引
き
で
終
え
ま
し

た
。

　

手
探
り
状
態
で
始

め
た
合
同
体
育
祭
も

今
回
で
３
回
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
田

子
町
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
の
ご
支
援
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
さ
ら

に
多
く
の
保
護
者
や

地
域
の
方
々
に
、
生

徒
の
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

励
ま
し
の
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

合
同
体
育
祭
を
通
し
て
、
さ
ら

に
充
実
し
た
田
子
地
域
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
話
題　

 

田
子
高
等
学
校

誕生
●櫻場充

みちや

也（貴弘・裕美子）／袖平

●熊谷麻
ま り

里（雄一・志乃）／野月
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●矢守正三郎（82歳）矢田郎
●関口己太郎（80歳）宮野
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
21
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2296（＋１）
人口／6830（＋３）
男／3308（－２）
女／3522（＋５）

（　）内は前月比です

10月の主な保健・介護予防事業予定表
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●10月1日（木）
　元気たべもの教室
　（上郷保育園）午前9:30～10:00
●10月2日（金）
　元気たべもの教室
　（上郷保育園）午前9:30～11:00
　（田子幼稚園）午後1:00～1:30
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●10月5日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　元気たべもの教室
　（田子幼稚園）午後1:00～2:30
●10月6日（火）
　元気たべもの教室
　（田子保育園）午前9:30～10:00
●10月7日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●10月8日（木）
　元気たべもの教室
　（田子保育園）午前9:30～11:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●10月9日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00

●10月14日（水）
　複合健診（上郷公民館）午前6:30～8:30
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●10月15日（木）
　複合健診（清水頭小学校）午前6:30～8:30
●10月16日（金）
　複合健診（相米保健福祉館）午前6:30～8:30
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●10月19日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●10月21日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●10月22日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●10月23日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●10月26日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●10月28日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●10月30日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00

健康・介護に関する
ご相談はせせらぎの郷へ

☎20-7100

（
右
）
入
場
行
進
（
左
）
選
手
宣
誓


